
特特別別委委員員会会のの動動きき
行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
は
、

十
一
月
二
日
に
開
催
さ
れ
、
藤

沢
市
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
審
査
し
た
。

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
平

成
二
十
二
年
度
「
藤
沢
市
事
業

仕
分
け
」の
結
果
及
び
市
方
針
・

計
画
の
内
容
（
概
要
）
に
つ
い

て
及
び
今
後
の
行
政
改
革
の
推

進
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

〇
平
成
二
十
二
年
度
「
藤
沢
市

事
業
仕
分
け
」
の
結
果
及
び
市

方
針
・
計
画
の
内
容
（
概
要
）

に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

事
業
仕
分
け
は
、
平
成
二
十

一
年
度
に
初
め
て
実
施
し
、
二

十
二
年
度
が
二
回
目
で
あ
る
。

前
年
度
と
の
主
な
変
更
点
は
、

実
施
日
数
や
班
編
成
を
見
直
し
、

傍
聴
し
や
す
く
し
た
こ
と
。
対

象
事
業
数
を
、
二
十
六
か
ら
四

十
四
に
、
市
民
に
よ
る
仕
分
け

人
の
数
は
、
一
班
六
人
構
成
の

う
ち
二
人
か
ら
三
人
に
ふ
や
し

た
こ
と
。
ま
た
、
市
民
評
価
員

制
度
を
創
設
し
、
よ
り
市
民
の

意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
改
善

を
図
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
こ
の
事
業
仕
分

け
を
事
業
の
選
択
と
集
中
を
推

進
す
る
た
め
の
外
部
評
価
の
一

つ
と
位
置
づ
け
、
こ
の
結
果
を

参
考
に
事
業
の
見
直
し
を
進
め

て
い
る
。
対
象
四
十
四
事
業
の

仕
分
け
結
果
と
し
て
は
、
不
要

が
一
、
民
間
が
三
、
要
改
善
・

委
託
等
が
六
、
要
改
善
・
委
託

以
外
が
二
十
四
、
現
行
が
十
と

な
っ
た
。
一
方
、
市
の
方
針
は
、

民
間
が
三
、
改
善
・
委
託
等
が

五
、
改
善
・
委
託
以
外
が
二
十

一
、
現
行
が
十
五
と
し
た
。
こ

れ
は
現
時
点
で
の
市
の
考
え
、

方
向
性
の
概
要
で
あ
り
、今
後
、

当
委
員
会
で
最
終
的
な
方
針
を

報
告
し
た
い
。

〇
今
後
の
行
政
改
革
の
推
進
に

つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

平
成
十
八
年
度
か
ら
の
第
三

次
行
政
改
革
で
は
、
そ
れ
ま
で

の
改
革
に
引
き
続
き
、効
率
性
、

経
済
性
に
よ
る
人
員
削
減
や
歳

出
削
減
と
し
て
、
①
市
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
必
要

な
消
防
、
病
院
及
び
保
健
所
政

令
市
業
務
の
増
員
分
を
除
い
た

人
員
削
減
効
果
百
六
十
人
②
財

源
効
果
額
百
億
円
③
自
主
財
源

比
率
が
七
〇
％
を
下
回
ら
な
い

④
公
債
費
比
率
が
一
〇
％
を
超

え
な
い
―
―
以
上
の
四
つ
を
数

値
目
標
と
し
て
進
め
て
き
た
。

二
十
二
年
度
は
、
こ
の
行
革
の

最
終
年
度
で
あ
り
、
当
初
目
標

は
お
お
む
ね
達
成
で
き
る
見
通

し
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ

る
行
政
の
ス
リ
ム
化
だ
け
で
な

く
、
二
十
年
度
に
は
、
こ
の
行

革
の
中
間
総
括
に
あ
わ
せ
て
、

新
た
に
経
営
戦
略
基
本
方
針
に

基
づ
く
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
を
策

定
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
経

営
と
い
う
新
た
な
視
点
で
限
ら

れ
た
経
営
資
源
を
効
率
的
、
効

果
的
に
活
用
し
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
た
め
の
施
策

で
あ
り
、
市
民
と
取
り
組
む
公

共
経
営
、市
民
の
た
め
の
分
権
、

人
材
の
最
適
活
用
、
効
率
的
で

効
果
的
な
行
政
経
営
、
健
全
な

財
政
運
営
を
そ
の
柱
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
策

定
に
当
た
り
、
こ
の
行
革
の
取

り
組
み
項
目
を
、
①
経
営
戦
略

プ
ラ
ン
で
取
り
組
む
も
の
②
こ

の
行
革
で
の
継
続
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
る
も
の
③
通
常
の
業

務
と
し
て
取
り
組
む
も
の
―
―

以
上
の
三
つ
に
再
編
し
、
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。

第
三
次
行
政
改
革
が
二
十
二

年
度
で
終
了
と
な
る
が
、
二
十

三
年
度
は
、
継
続
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
た
も
の
は
再
度
検
証

し
、
継
続
し
て
取
り
組
む
必
要
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12月定例会 議決結果の一覧
議案
番号 議 決 結 果件　　　　　　　　　　　　　　　　　名

工事請負契約の締結について（ 駅南口デッキ新設工事）
市道の認定について（鵠沼８７５号線ほか１３路線）
市道の廃止について（ ５５５号線ほか４路線）
損害賠償額の決定について
外国の地方公共団体の機関等に派遣される藤沢市職員の処
遇等に関する条例の一部改正について
藤沢市一般職員の給与に関する条例等の一部改正について
藤沢市常勤の特別職職員の給与に関する条例及び藤沢市教
育長の給与等に関する条例の一部改正について
藤沢市手数料条例の一部改正について
藤沢市下水道条例の一部改正について
都市計画法に基づく開発許可の基準等に関する条例の一部
改正について
藤沢市都市公園条例の一部改正について
藤沢市地区計画等の区域内における建築物の制限に関する
条例の一部改正について
藤沢市市営住宅条例の一部改正について
藤沢市民会館条例の一部改正について
藤沢市青少年会館条例の一部改正について
藤沢市市民活動推進条例の一部改正について
藤沢市太陽の家（心身障害者福祉センター）条例の一部改
正について
藤沢市自転車等の放置防止に関する条例の一部改正につい
て
藤沢市図書館に関する条例の一部改正について
藤沢市民ギャラリー条例の一部改正について
藤沢市学習文化センター条例の一部改正について
藤沢市秩父宮記念体育館条例の一部改正について
藤沢市スポーツ広場条例の制定について
藤沢市立看護専門学校条例の一部改正について
平成２２年度藤沢市一般会計補正予算（第３号）
平成２２年度藤沢市北部第二（三地区）土地区画整理事業費
特別会計補正予算（第１号）
平成２２年度藤沢市一般会計補正予算（第４号）

藤沢市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正につ
いて
善行地区における地域コミュニティ活動事業用地取得に関
する調査の決議について

市長提出
４０
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４２
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〃
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〃

否 決

４４事業について、事業仕分けを実施＝市役所新館

事
業
仕
分
け
の
結
果
等
を
審
査

―
行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
―

が
あ
る
も
の
は
二
十
三
年
度
末

ま
で
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
経

営
戦
略
プ
ラ
ン
に
反
映
し
、
そ

の
他
の
課
題
と
あ
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

二
十
四
年
度
以
降
の
取
り
組

み
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

行
政
シ
ス
テ
ム
の
ス
リ
ム
化
を

引
き
続
き
図
る
と
と
も
に
、
経

営
戦
略
プ
ラ
ン
の
視
点
に
基
づ

き
検
討
を
進
め
る
。
そ
の
視
点

と
し
て
は
、①
市
民
、市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等

の
知
恵
と
力
を
集
め
、
そ
の
資

源
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
多

様
な
主
体
と
の
公
民
連
携
に
よ

る
新
し
い
公
共
を
実
現
し
て
い

く
②
地
域
分
権
を
進
め
、
市
民

と
地
域
と
の
連
携
に
よ
っ
て
地

域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

し
て
い
く
③
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成

果
）
指
標
を
用
い
、
目
標
を
数

値
化
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｍ
改
革
の
視
点

に
立
ち
、
社
会
、
経
済
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
た
人
、
も
の
、
財
源

を
対
象
と
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
改
革
を
行
っ

て
、
生
産
性
の
高
い
組
織
を
構

築
し
、
市
民
満
足
度
の
向
上
と

行
財
政
の
効
率
化
に
立
脚
し
た

行
政
経
営
の
実
現
を
目
指
し
て

い
く
―
―
以
上
の
三
点
で
あ
る
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
成
人
式
は
、
市
制

施
行
七
十
周
年
記
念
事
業
と

し
て
新
江
ノ
島
水
族
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
新

成
人
が
気
持
ち
を
新
た
に
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
号
で
は
、
藤
沢

市
都
市
公
園
条
例
な
ど
公
共

料
金
の
改
定
に
伴
う
関
係
条

例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
た

十
二
月
定
例
会
の
様
子
を
お

届
け
し
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
七
月
に
創

刊
し
た
議
会
だ
よ
り
も
今
回

で
第
二
百
号
を
迎
え
ま
し
た
。

今
後
も
議
会
活
動
が
よ
り

身
近
な
も
の
と
な
る
よ
う
、

皆
様
に
読
み
や
す
く
親
し
み

や
す
い
議
会
だ
よ
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
話
二
五
局
一
一
一
一
番

（
内
線
五
六
二
一
〜
二
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
二
四
局
〇
一
二
三
番

◇
　
◇
　
◇

編
集
委
員
長
　
市
川
　
和
広

副
委
員
長
　
浜
元
　
輝
喜

委
　
　
　
員
　
高
松
み
ど
り

〃
　
　
　
佐
賀
　
和
樹

〃
　
　
　
真
野
喜
美
子

〃
　
　
　
宮
戸
　
　
光

〃
　
　
　
熊
倉
　
旨
宏

〃
　
　
　
塚
本
　
昌
紀

編
集
後
記

おお知知ららせせ

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共
施

設
再
整
備
特
別
委
員
会
は
、
十

一
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
、
藤

沢
都
心
部
再
生
及
び
公
共
施
設

の
再
整
備
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
藤

沢
駅
周
辺
地
区
再
整
備
構
想
策

定
に
向
け
た
検
討
状
況
に
つ
い

て
、
藤
沢
北
口
駅
前
地
区
整
備

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

及
び
市
庁
舎
・
市
民
会
館
エ
リ

ア
を
対
象
と
し
た
藤
沢
市
公
共

施
設
整
備
等
事
業
手
法
検
討
委

員
会
の
状
況
に
つ
い
て
審
査
を

行
っ
た
。

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共

施
設
再
整
備
特
別
委
員
会


